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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 3,713 12.5 303 50.8 371 67.0 294 70.3
27年3月期第2四半期 3,300 △10.7 201 △28.1 222 △27.1 173 △28.4

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 177百万円 （△19.2％） 27年3月期第2四半期 219百万円 （△45.2％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 24.59 ―
27年3月期第2四半期 14.44 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 12,668 8,768 68.4
27年3月期 12,654 8,663 67.6
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 8,659百万円 27年3月期 8,557百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00
28年3月期 ― 6.00
28年3月期（予想） ― 6.00 12.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,910 10.3 740 39.7 760 31.2 560 14.3 46.74



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、【添付資料】３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧くださ
い。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期
連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想
のご利用にあたっての注意事項については、【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 12,387,178 株 27年3月期 12,387,178 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 406,495 株 27年3月期 406,249 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 11,980,888 株 27年3月期2Q 11,982,068 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績や雇用・所得環境の持続的な改善を背景とし

て、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響も一巡するなか、景気の緩やかな回復傾向が持続しまし

た。一方、平成27年４月より実施された軽自動車税増税の影響が残る軽自動車を中心とした新車販売台数の低迷、

継続的な円安による輸入品物価上昇、平成29年４月に控える消費税率の再引き上げを通じた実質所得の伸び悩みへ

の強い警戒感などにより、先行きは依然として不透明な中で推移しました。

このような情勢下、当社グループにおきましては、「更なる『新たな価値の創造と顧客の開拓』により発展を加

速させ、飛躍のステージへ」を基本方針に掲げ、工具事業を核とした成長戦略を展開し、収益・利益の拡大に努め

ております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は37億13百万円（前年同期比12.5％増）、営業利益は３億３

百万円（前年同期比50.8％増）、経常利益は３億71百万円（前年同期比67.0％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益につきましては２億94百万円（前年同期比70.3％増）となりました。

 

当社グループでは、従来「工具事業」「賃貸事業」の二事業に分けセグメント情報を開示しておりましたが、当

第２四半期連結会計期間より「工具事業」「ファシリティマネジメント事業」の二事業に分けセグメント情報を開

示しております。これら事業セグメント別の業績の概要につきましては、以下のとおりであります。

※ファシリティマネジメント：企業の保有資産及びそれらの利用環境を経営戦略的な視点で総合的かつ統括的に

企画・管理・活用すること。

 

[工具事業]

当社主力の当事業部門では、「安全、快適、能率・効率、環境」をキーワードに、更なる市場拡大を目指し既存

顧客の深耕、新規顧客の開拓並びにブランド価値の向上を推進してまいりました。

具体的には、平成27年６月に歯科インプラント技工用器材「ラボトルクドライバ」を発売し、平成25年８月に発

売した歯科用インプラント手術器具「newton-1」とあわせ、インプラントの「トルク管理」を推進することで、歯

科医療従事者様の作業品質向上、患者様の生活品質向上に努めました。

平成27年７月には「KTCソリューション情報ページ」を公開し、工具だけでなく、運用面での改善策やソフトウ

ェアを組み込むシステムなど「工具・運用・ソフトウェア」の３つの発想を自由自在に組み合わせたソリューショ

ン提案を、KTCのソリューション活動の事例を交えて紹介するなど、積極的な情報発信に努めました。

また、新たな展開に向けた新技術、新製品の開発に注力するとともに、更なる生産性の向上とコストダウンの推

進に取組んでまいりました。

これらの結果、自動車整備市場や一般産業市場向けの売上が堅調に推移したことに加え、直販部門におけるソリ

ューション営業により高付加価値製品の受注が好調に推移し、当第２四半期連結累計期間の売上高は36億32百万円

（前年同期比11.9％増）、セグメント利益は２億51百万円（前年同期比44.9％増）となりました。 

 

[ファシリティマネジメント事業]

従来の「賃貸事業」を、当第２四半期連結会計期間より「ファシリティマネジメント事業」として開示しており

ます。当事業部門では、従前より所有不動産の有効活用を目指し、物件の整備、運営管理を推進してまいりまし

た。今後は更に戦略的な所有不動産の有効活用を推進するとともに、平成27年９月に稼働を開始した石川県羽咋市

の太陽光発電所の売電による売上を当セグメントに加えることから、報告セグメントの名称を変更しました。

当第２四半期連結累計期間におきましては、京都市伏見区の所有不動産において、新たなテナントが稼働を開始

したことや、さいたま市桜区の所有不動産において実施したリノベーションによる効果などにより、売上高は80百

万円（前年同期比48.4％増）、セグメント利益は52百万円（前年同期比87.0％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、126億68百万円となり、前連結会計年度末に対し13百万円増加となり

ました。その主な内容は、商品及び製品が２億９百万円、仕掛品が１億３百万円、建物及び構築物が89百万円、機

械装置及び運搬具が２億44百万円増加した一方、有価証券及び投資有価証券が６億９百万円減少したことなどによ

るものであります。

負債合計は、38億99百万円となり、前連結会計年度末に対し91百万円減少となりました。その主な内容は、支払

手形及び買掛金が２億39百万円増加した一方、未払金及び未払費用が２億47百万円、長期借入金が39百万円減少し

たことなどによるものであります。

純資産合計は、87億68百万円となり、前連結会計年度末に対し１億５百万円増加となりました。その主な内容

は、利益剰余金が２億22百万円増加した一方、その他有価証券評価差額金が１億34百万円減少したことなどによる

ものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年５月12日に発表いたしました予想から変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,512,106 1,582,633 

受取手形及び売掛金 2,166,917 2,163,627 

有価証券 316,520 － 

商品及び製品 1,706,797 1,916,226 

仕掛品 724,341 827,694 

原材料及び貯蔵品 363,611 365,209 

その他 295,934 210,124 

貸倒引当金 △14,571 △14,390 

流動資産合計 7,071,657 7,051,126 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,430,487 1,519,971 

機械装置及び運搬具（純額） 621,364 865,930 

工具、器具及び備品（純額） 113,147 118,496 

土地 1,669,471 1,669,471 

その他（純額） 59,210 34,590 

有形固定資産合計 3,893,682 4,208,460 

無形固定資産 76,401 76,100 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,055,123 762,463 

その他 557,873 570,495 

投資その他の資産合計 1,612,997 1,332,958 

固定資産合計 5,583,081 5,617,519 

資産合計 12,654,739 12,668,645 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 393,952 633,651 

短期借入金 949,999 949,999 

未払金及び未払費用 933,816 685,954 

未払法人税等 80,217 115,726 

賞与引当金 106,063 132,983 

役員賞与引当金 30,401 － 

その他 190,108 142,808 

流動負債合計 2,684,558 2,661,123 

固定負債    

長期借入金 160,024 120,028 

役員退職慰労引当金 4,404 5,806 

退職給付に係る負債 780,333 777,615 

資産除去債務 56,500 56,500 

その他 305,459 278,907 

固定負債合計 1,306,720 1,238,856 

負債合計 3,991,278 3,899,980 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,032,088 1,032,088 

資本剰余金 2,562,439 2,562,439 

利益剰余金 4,548,246 4,771,013 

自己株式 △140,064 △140,150 

株主資本合計 8,002,710 8,225,390 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 451,182 316,986 

為替換算調整勘定 112,707 121,481 

退職給付に係る調整累計額 △9,567 △4,783 

その他の包括利益累計額合計 554,321 433,683 

非支配株主持分 106,428 109,592 

純資産合計 8,663,460 8,768,665 

負債純資産合計 12,654,739 12,668,645 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 3,300,781 3,713,184 

売上原価 2,050,104 2,305,202 

売上総利益 1,250,677 1,407,981 

販売費及び一般管理費 1,049,067 1,104,000 

営業利益 201,610 303,981 

営業外収益    

受取配当金 15,096 50,013 

その他 18,698 25,904 

営業外収益合計 33,795 75,918 

営業外費用    

支払利息 6,334 4,800 

為替差損 3,137 － 

売上割引 2,289 2,331 

その他 1,060 1,087 

営業外費用合計 12,822 8,218 

経常利益 222,582 371,681 

特別利益    

投資有価証券売却益 27,849 － 

投資有価証券償還益 － 29,235 

事業整理損失引当金戻入額 23,442 － 

特別利益合計 51,291 29,235 

特別損失    

災害による損失 2,262 － 

固定資産除売却損 1,408 3,015 

投資有価証券売却損 － 12,455 

特別損失合計 3,671 15,470 

税金等調整前四半期純利益 270,202 385,447 

法人税、住民税及び事業税 7,414 111,224 

法人税等調整額 90,170 △20,854 

法人税等合計 97,584 90,369 

四半期純利益 172,618 295,077 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△427 425 

親会社株主に帰属する四半期純利益 173,045 294,651 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 172,618 295,077 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 70,155 △134,196 

為替換算調整勘定 △18,835 11,698 

退職給付に係る調整額 △4,370 4,783 

その他の包括利益合計 46,949 △117,713 

四半期包括利益 219,567 177,363 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 224,703 174,013 

非支配株主に係る四半期包括利益 △5,136 3,350 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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